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乱
戦

　
本
会
元
理
事
長
、
奈
良
大
学
元
学
長
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
、
文
学
博
士
、

水
津
一
朗
先
生
は
、
平
成
八
年
四
月
八
日
、
城
陽
市
内
の
病
院
で
、
心
不
全

の
た
め
逝
去
さ
れ
た
。
享
年
七
三
歳
。
こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
捧
げ
る
。

　
先
生
は
、
大
正
一
二
年
一
月
一
日
、
山
口
県
吉
敷
郡
宮
野
村
（
現
山
口
市
）

に
お
生
ま
れ
に
な
り
、
旧
制
山
口
中
学
校
、
山
窟
局
等
学
校
を
経
て
、
昭
和

一
七
年
一
〇
月
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
史
学
科
に
入
学
さ
れ
た
が
、
当
時
戦

火
は
日
に
日
に
強
ま
り
、
つ
い
に
昭
和
一
八
年
一
二
月
現
役
兵
と
し
て
入
営

さ
れ
、
復
員
さ
れ
た
の
は
昭
和
二
〇
年
八
月
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
直
ち
に
大

学
に
復
さ
れ
、
昭
和
二
一
年
九
月
に
は
史
学
科
地
理
学
専
攻
を
卒
業
、
大
学

院
に
進
学
さ
れ
て
、
こ
の
頃
よ
り
、
未
開
人
の
地
図
や
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
の
研

究
を
手
始
め
に
、
研
究
成
果
を
次
々
と
世
に
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭

和
二
七
年
四
月
、
大
阪
市
立
大
学
法
文
学
部
（
の
ち
文
学
部
）
の
専
任
講
師

と
し
て
赴
任
さ
れ
、
創
設
間
も
な
い
地
理
学
教
室
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
、
昭

和
三
〇
年
四
月
に
は
助
教
授
に
昇
任
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
三
四
年
四
月

に
母
校
京
都
大
学
文
学
部
に
転
勤
さ
れ
、
織
田
武
雄
教
授
を
助
け
つ
つ
、
伝

統
あ
る
地
理
学
教
室
の
新
た
な
発
展
に
心
血
を
注
が
れ
た
。
昭
和
四
一
年
三

月
か
ら
一
年
間
、
文
部
省
在
外
研
究
員
と
し
て
西
ド
イ
ツ
お
よ
び
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
に
出
張
さ
れ
、
特
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
の
ク
レ
ン
ツ
リ
ン
教
授
の

も
と
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
集
落
地
理
学
・
歴
史
地
理
学
の
研
究
を
深
め
ら
れ

た
。
昭
和
四
六
年
三
月
に
は
、
「
社
会
集
団
の
生
活
空
間
」
の
研
究
に
よ
り
、

京
都
大
学
よ
り
文
学
博
士
の
学
位
を
受
け
ら
れ
た
。
昭
和
四
六
年
一
一
月
に

文
学
部
教
授
に
昇
任
さ
れ
、
以
後
昭
和
六
一
年
三
月
の
こ
退
官
翫
で
の
一
四

年
余
り
、
地
理
学
教
室
を
主
宰
さ
れ
る
と
と
も
に
、
昭
和
五
十
五
年
一
月
か

ら
三
年
間
京
都
大
学
評
議
員
、
昭
和
五
六
年
一
月
か
ら
二
年
間
は
文
学
部
長

の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
文
学
部
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
。
ご
退
官
に
際
し
て

は
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
の
称
号
を
受
け
ら
れ
た
が
、
ご
退
官
後
直
ち
に
奈

良
大
学
文
学
部
教
授
に
就
任
さ
れ
、
地
理
学
を
講
じ
ら
れ
た
。
昭
和
六
三
年

七
月
に
は
、
選
ば
れ
て
奈
良
大
学
学
長
に
就
任
さ
れ
、
平
成
六
年
三
月
ま
で

約
六
年
間
、
同
大
学
の
発
展
の
た
め
全
力
を
傾
け
ら
れ
た
。

　
こ
の
間
、
先
生
は
昭
和
五
九
年
七
月
か
ら
二
年
間
、
本
会
の
理
事
長
を
、

昭
和
五
一
年
＝
月
か
ら
四
年
間
と
昭
和
五
九
年
＝
月
か
ら
二
年
間
、
人

文
地
理
学
会
の
会
長
の
大
役
を
は
た
さ
れ
た
ほ
か
、
日
本
地
理
学
会
、
歴
史
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地
理
学
会
な
ど
の
役
員
を
歴
任
さ
れ
、
学
界
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
。
ま
た

昭
和
六
〇
年
七
月
か
ら
六
年
間
、
日
本
学
術
会
議
会
員
の
要
職
に
就
か
れ
、

学
術
行
政
に
も
尽
力
さ
れ
た
。
さ
ら
に
昭
和
五
五
年
に
日
本
で
開
催
さ
れ
た

国
際
地
理
学
会
議
に
際
し
て
は
、
地
理
学
思
想
部
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
京

都
国
際
会
議
場
で
主
宰
さ
れ
る
な
ど
、
国
際
的
に
も
活
躍
さ
れ
た
。
な
お
、

奈
良
大
学
ご
退
職
後
は
、
請
わ
れ
て
礪
波
散
村
地
域
研
究
所
の
所
長
に
就
任

さ
れ
、
お
亡
く
な
り
に
な
る
ま
で
続
け
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
ご
功
績
に
よ
り
、

ご
逝
去
に
際
し
、
政
府
か
ら
勲
二
等
瑞
光
章
が
授
与
さ
れ
た
。

　
先
生
の
ご
専
門
は
、
社
会
地
理
学
、
集
落
地
理
学
、
歴
史
地
理
学
、
地
理

学
史
研
究
、
位
相
地
理
学
な
ど
、
広
い
範
囲
に
及
ん
で
お
吻
、
ご
著
書
も
、

『
村
落
社
会
地
理
』
（
共
著
）
、
『
社
会
地
理
学
の
基
本
問
題
』
、
『
石
の
文
化
・

木
の
文
化
』
、
『
社
会
集
団
の
生
活
空
澗
』
、
『
地
域
の
論
理
』
、
『
近
代
地
理
学

の
開
拓
者
』
、
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
村
落
研
究
』
、
『
景
観
の
深
層
』
、
『
甦
え
る
地
理

の
思
想
』
な
ど
、
多
数
に
上
る
。
こ
の
う
ち
、
『
社
会
地
理
学
の
基
本
問
題
』

は
、
「
基
礎
地
域
」
を
基
本
に
、
階
層
的
に
構
成
さ
れ
て
い
る
大
小
の
地
域

に
よ
っ
て
世
界
を
捉
え
よ
う
と
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
水
津
地
域
論
」
を
体
系

的
に
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
学
位
論
文
で
あ
る
『
社
会
集
、
団
の
　

生
活
空
間
』
は
、
前
著
で
氷
さ
れ
た
体
系
を
、
よ
り
実
証
的
・
理
論
的
に
論

じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
二
書
の
学
界
に
与
え
え
影
響
は
、
測
り
知

れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
　
｝
方
、
『
近
代
地
理
学
の
開
拓
者
』
は
、
ラ
ッ
ツ
ェ

ル
を
始
め
ド
イ
ツ
地
理
学
派
の
巨
匠
達
を
、
地
域
・
空
間
・
景
観
な
ど
の
視

点
で
再
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
常
に
地
理
学
の
本
質
を
追
い
求
め
ら
れ

た
先
生
に
と
っ
て
は
、
避
け
て
通
れ
な
い
作
業
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ

ら
に
、
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
村
落
研
究
』
は
、
ド
イ
ツ
留
学
の
成
果
を
基
に
、
ヨ

ー
ロ
ヅ
パ
集
落
史
上
の
諸
問
題
を
、
実
証
的
・
歴
史
地
理
学
的
に
論
じ
ら
れ

た
も
の
で
あ
り
、
わ
が
国
に
お
け
る
こ
の
分
野
の
研
究
の
最
高
水
準
を
示
す

も
の
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
先
生
は
、
五
十
代
後
半
か
ら
、
難
解
な
現
代
数
学

を
駆
使
し
な
が
ら
、
「
位
相
地
理
学
」
を
説
か
れ
た
。
『
景
観
の
深
層
』
は
、

そ
の
よ
う
な
試
み
を
集
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
先
生
は
、
生
涯
を
通
じ
て
な
に
よ
り
も
「
学
問
の
人
」
で
あ

ら
れ
た
。
一
貫
し
て
地
理
学
の
本
質
の
究
明
と
そ
の
独
自
性
の
確
立
を
追
い

求
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
地
理
学
教
室
の
維
持
・
発
展
を
最
優
先
課
題
と
さ
れ

て
い
た
。
先
生
は
、
山
口
県
人
特
有
の
堅
固
な
意
志
の
力
を
備
え
て
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
学
生
に
対
し
て
は
、
先
生
は
い

つ
も
温
顔
を
も
っ
て
接
し
ら
れ
た
。
百
万
遍
の
喫
茶
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
木

屋
町
の
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
で
の
談
論
風
発
を
、
誰
よ
り
も
楽
し
ま
れ
た
。

　
そ
の
先
生
は
も
は
や
居
ら
れ
な
い
。
時
に
は
厳
し
く
、
し
か
し
多
く
は
温

か
で
あ
っ
た
懐
か
し
い
お
顔
も
、
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
あ
ま
り
に
も
早

い
ご
逝
法
を
悔
や
み
つ
つ
、
今
は
た
だ
、
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
ば

か
り
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
原
　
潤
記
）
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